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現地説明会  

参考資料  

村島宮の首遺跡に関する調査・研究史  
 

①昭和初期    

・地元の有友不羈太郎氏や城戸通徳氏・尾崎繁年氏（地元郷土史家）ら

によって遺跡が発見される。  

・昭和 8･12 年に樋口清之氏（國學院大学）によって学会に発表され、石

斧や石鏃などを製造した石器製造遺跡と指摘される。  

「 伊 豫 國 喜 多 郡 地 方 遺 蹟 概 説 」『 史 前 學 雑 誌 』 第 5 巻 第 2 号  

「 大 洲 地 方 先 史 時 代 人 の 生 活 」『 温 古 』 創 刊 号  

 ②昭和 30～ 40 年  

・尾崎繁年氏や、谷本保山氏（八幡浜市の郷土史家）らによって再び遺

物が採集されるようになる。  

・昭和 38･41 年に長井數秋氏によって弥生時代中期後半の土器群として

「村島式土器」と命名される。  

「宇和町岩木洞穴遺蹟出土の弥生式土器に就いて」『伊予史談』第 168・ 169 合併号 

「 南 伊 予 地 方 に お け る 弥 生 式 土 器 」『 西 条 農 高 研 究 紀 要 』 創 刊 号  

③昭和 40 年  

・大洲考古学会、長井數秋氏らによって発掘調査が実施され、住居跡と

炉跡が発見される。  

④昭和 57･61 年  

・『愛媛県史』の中で長井数秋氏によって打製石斧の製作遺跡として紹

介される。  

 「 農 耕 文 化 の 形 成 と 発 展 」『 愛 媛 県 史  原 始 ・ 古 代 Ⅰ 』  

「 村 島 遺 跡 」『 愛 媛 県 史  資 料 編 考 古 』  

⑤平成 15 年～  

・市内の個人・団体から、本遺跡出土と伝わる石斧や石斧未成品など 200

点を越える資料が寄贈される。  

⑥平成 26 年～  

    ・大洲市教育委員会が発掘調査を開始する。  

1 次調査（平成 26 年度）   

      調査期間： 2 日   調査区： A1～ 4・ B1～ 4 トレンチ  

2 次調査（平成 27 年度）  

      調査期間： 47 日   調査区： A5～ 16・ B5～ 13・ C1～ 8 トレンチ  

    3 次調査（平成 28 年度）  

調査期間：継続中 調査区： A5～ 7・ 17～ 21 トレンチ  
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図３  昭和 40 年の発掘調査発見された炉跡 

（長井数秋 1981「農耕文化の形成と発展」『愛媛県史 原始・古代Ⅰ』）  

図４  『愛媛県史』で紹介された村島（宮の首）遺跡 

（長井数秋 1986「村島遺跡」『愛媛県史 資料編考古』）  

 

 

図２ 昭和１２年に紹介された石斧の実測図 

（樋口清之 1937「大洲地方先史時代人の生活」 『温故』） 

図１  昭和初期に石器が発見された際の新聞記事     

（ 愛 媛 県 歴 史 文 化 博 物 館 2 0 0 2『 え ひ め 発 掘 物 語

～ 発 見 の 歴 史 と 近 年 の 調 査 成 果 ～ 』 ）  


